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Amoxycillinは 英 国Beecham社 研 究所 で 開発 され

たAmpicillin(ABPC)類 似 の新 しい経 口用 合成Peni-

cillinで あ る。 本 剤 は 吸収 性 に す ぐれ,人 にお い てAB-

PCと 同 量 の 内服 に よ り約2倍 強 の血 中 濃 度 が え られ,

またABPCと 異 な り吸 収 に与 え る食 事 の 影 響 が な い と

報 告 され て い る。 わ れ わ れ は 本 剤 を19例 の 呼 吸 器 お よ び

尿 路感 染 症 に応 用 し若 干 の基 礎 的 検 討 を 加 え た の で こ こ

に報 告 す る。

I 抗 菌 力

病 巣 分 離 のStaph.aureus 50株 に つ い て み る と,

Table1の とお りMIC3.2～6.2mcg/mlの 株 が 多 く

ABPCと くらべ 同等 の抗 菌 力 を示 して い る。E.coli

50株 につい てもTable2の とお り,3.2～6.2mcg/ml

にその株 の多 くがあ り,や は りABPCと の間 に差違は

認 め られ なかつ た。

II 吸収および排泄

血中濃度お よび尿中排泄については,本 剤250mg食

前投与 と食後投与の比較,本 剤500mg投 与時 と250mg

投与時の比較,本 剤500mg投 与 とABPC500mg投 与

との比較をcross overで6人 の成人につ い て 行 な つ

た。6人 の性,年 令,体 重 および本剤の体液中力価測定

法は,Table3に 示す とお りである。与 え た 食 事 は す

Table 1 Comparison of MIC of amoxycillin and ampicillin Staph . aureus (50 strains)

Table 2 Comparison of MIC of amoxycillin and ampicillin E . coli (50 strains)
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べ て折 詰 弁 当 で あ り,薬 は 食 後 す ぐに 服用 させ た 。食 直

後 のAmoxycillin 500mg投 与 時 の 血 中 濃 度 はTable4

の と お り,2時 間 値 が 最 も高 く,平 均5.1mcg/mlで あ

つ た 。 食 直後Amoxycillin 250mg投 与 時 の 血 中 濃 度

は500mg投 与 時 と同 様 に2時 間値 が 最 も高 く平 均2.43

mcg/mlで あ つ た(Table5)。 食 直 後ABPC 500mg

投 与 時 の 血 中 濃 度 も2時 間値 が最 高 で平 均2.35mcg/ml

であ つ た(Table6)。 食 前Amoxycillin 250mg投 与

Table 3 Physical status of the subjects and method

Subject

Method

Table 4 Serum levels and urinary excretion of amoxycillin 

given 500 mg with food in six healthy volunteers

Table 5 Serum levels and urinary excretion of amoxycillin 

given 250 mg with food in six healthy volunteers
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時 の血 中 濃 度は1時 間 値 が 最 も高 く平 均3.2mcg/mlで

あつ た(Table7)。 食 直 後 のAmoxycillin 500mgと

250mg投 与 時 の血 中 濃 度 を対 比 す る と,Fig.1の とお

りそ のpeakは い ずれ も2時 間 値 に あ り,前 者 は 後 者 の

ほ ぼ2倍 に 達 して い た 。 食 直 後ABPC500mgとAmo-

xycillin 500mg投 与 時 の血 中濃 度 を対 比 す る と,Fig.

2の とお りそ のpeakは 両 者 と もに2時 間値 に あ る が,

AmoxycillinはABPCに 較 べ1時 間値 が 約4倍,2

Table 6 Serum levels and urinary excretion of ampicillin 

given 500 mg with food in six healthy volunteers

Table 7 Serum levels and urinary excretion of amoxycillin 

given 250 mg in six healthy fasting volunteers

Fig. 1 Serum levels of amoxycillin given 

500 mg and 250 mg with food

Fig. 2 Serum levels given 500 mg of amoxycillin 

and ampicillin
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時間値 も2倍 強 であるが4時 間後 では両者はほぼ同等で

あつた.食 前 と食直後のAmoxycillin 250mg投 与後の

血 中濃度 を比較す ると,Fig.3の とお り前者のほ うが吸

収 がやや早 くそのpeakが1時 間値にあ るが,後 者は2

時 間値 にあ り,ず れが認 められた。尿中排泄は投与6時

間 までの測定 では,Table4,5,7に 示す とお りAmo-

xycillinは 約60%でABPCの 平均40%と 較 べ高率 であ

つた。

III 臨 床 成 績

Table8に 示す とお り,Amoxycillin投 与症例は19

例で呼吸器感染症13例,尿 路感染症6例 である。効果は

臨床的効 果 と細菌学的効果を あわせ判定 した。肺化膿症

お よび肺 炎の6例 では投与量は1～2g,投 与期間は9日

～25日 間で有効例 は6例 中3例 であつた。 なおこの中,

寒 冷凝 集反応 の上昇 してい る例が4例 あ り,ま た マイ コ

プラズマCF抗 体上昇例が2例 認め られ たが,こ のよ う

な症例 の多 くは有効例 であつた。慢性気管支炎 の急性増

悪や,急 性気管支炎 では1日 投与量0.75g,投 与期間6

日～21日 間で7例 中有効6例 であつた。尿路感染症では

1例 を除 き投与量は1日0.75g,投 与期間は7日 ～21日

間で6例 中有効3例 であつた。

IV 副 作 用

19例 中2例 に発疹が認め られた。 発疹 は1例 は投与2

日目,1例 は投与10日 目に出現 したが中止後3日 目には

Table 9 Clinical laboratory tests

Fig. 3 Serum levels of amoxycillin given 250 mg 

in the fasting and non-fasting state
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いずれ も消失 した。なお,Table9に 示す とお り血 液

所見,肝 機能,BUN,尿 所見 な どには本剤に よると思わ

れ る変化は認めなかつた。

総括 および結語

基礎的検討においてAmoxycillinはStaph.aureus,

E.coliに 対 してはABPCと 抗菌 力は 同 等 で あつた。

血中濃度 ではAmoxycillinは2時 間値が もつ とも高 く,

ABPCの 同量 内服に較べ約2倍 強であつた。 また 食 事

の影響をみ るための食前食後 の比較 では,米 飯を主体 と

した食事 では,食 直後 に投与 した場合には食前投与に比

し吸収がやや遅れ,血 中濃度のpeakは1時 間のずれが

み られた。食直後のAmoxycill海 とABPC投 与時の

血 中濃度 の比較において1時 間値が前者は後者の約4倍

であつた ことか らも本剤はABPCに 較べ食事 の影響が

遙 かに少ない。 さらに消化吸収の よい軽食摂取 の場合,

投与時間が食後す ぐでな く食後 い くらか経過 した場合な

どを考 えるとその影響はほ とん どな くなる ものと推定 さ

れる。臨床成績では19例 中12例 が有効であつた。呼吸器

感染症 は13例 で有効9例,尿 路感染症は6例 で3例 が有

効であつた。 尿路感染症 の有効率が低かつたのは,重 篤

な基礎疾患のある ものに合併 した症例が多かつたためで

あ り,単 純感染症 の3例 は いずれ も有効 であつた。われ

われの経験例 中,軽 症例 ではABPCよ りも少ない投与

量 で有効な例が多かつたが,本 剤 の吸収 が良好 でABPC

よ り高い血 中濃度が えられ ることに起因す るものであろ

う。 またABPCに 対す るMICの やや高い菌の感染症

に対 しては,同 量のABPCよ りもAmoxycillinの ほ

うが よ り有効 ではないかと推察 され る。 副 作 用 と して

は,2例 に発 疹を認 めたが重大 な ものは なかつた。
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CLINICAL STUDIES ON AMOXYCILLIN 
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I. On the susceptibility of 50 strains of Staphylococcus aureus which were clinically isolated, the peak 
of MIC of amoxycillin was 6. 2 mcg/ml and similiar to that of ampicillin. On the susceptibility of 50 

strains of E. coli which were clinically isolated, the MIC of amoxycillin was 3.2 to 6. 2 mcg/ml and that 
of ampicillin was the same. 

II. The serum concentrations and the urinary excretions of amoxycillin were examined in 6 healthy 
subjects in the fasting and non-fasting state to whom 250 mg were administered. 

The absorption and the urinary excretion was delayed in the non-fasting state in comparing with that 
of fasting state (Table 5, 7, Fig. 3). 

The peak of serum concentrations given 500 mg of amoxycillin after meal was 5. 1 mcg/ml after 2 

hours which was about twice of that of cases given 250 mg after meal (Table 4, 5 Fig. 1). 
The serum concentrations given 500 mg of amoxycillin after meal was about twice of that of ampicillin 

(Table 4, 6 Fig. 2). 
The urinary excretion of amoxycillin 250 mg or 500 mg was 54. 7 % to 68. 6 % during 6 hours following 

the administration, although urinary excretion of cases given 500 mg of ampicillin was about 40% 

(Table 4, 5, 6, 7).

III. On the therapeutic efficacy of amoxycillin to bacterial infections, including pneumonia (5), lung

abscess (1), acute exacerbation of chronic bronchitis (5), acute bronchitis (2), and urinary infections 

(6), clinical response was good in 9 cases of 13 cases of respiratory infections, and in 3 cases of 6 cases 
of urinary infections. The reason of the low percentage of effective cases may probably be attributed 

to the associated severe underlying diseases in most of our cases. 

In less severe cases, there was a tendency to be effective with smaller dosis of amoxycillin, such as 

0.75mg  daily, than that of ampicillin probably because of high blood concentration of amoxycillin.

There were 2 cases who had slight eruptions as the side effects of amoxycillin.


